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江
え

森
も り

　秀
ひ で

敏
と し

 さん（41）

令和４年就農
枝豆、ブロッコリー

長ネギを
合計３㌶栽培

行田豆吉クラブに所属する江森さんが、「さきたまめ」をＰＲ

将
来
、
農
家
カ
フ
ェ
を
開
き
た
い

行 

田

次世代を担う
ほくさいの若手農業者

ほくさい地域の
未来を担う農業者を

ご紹介します！
①就農のきっかけ　②この仕事で大変なこと・これまでに一番大変だったこと
③この仕事をしていて良かったと思うこと　④趣味　⑤今後の目標・夢
⑥ＪＡに期待すること

①東日本大震災により、食への不安が広が
り、自分の手で農作物を栽培したいとの
思いが募った。農業は地域貢献にもつな
がると思い農業の道に一歩踏み出した。

②新規就農者になるための手続き。幸い、
農業指導先の農業法人と、行田市の協力
を得て、農家になる事が出来た。

③直売所などでお客様に名前をみて、自分
の作った野菜を選んでもらい、「美味し
かった」と言ってもらえたこと。

④子育て。７ヶ月の娘の世話をすること。
娘は何をやっても可愛いです。

⑤パン屋の経験を活かして、自家製野菜を
使った料理やパンを提供する農家カフェ
を開きたい。

⑥農家とＪＡ職員の連携の強化と、職員異
動による引継ぎ
を円滑にしても
らいたい。

❷



萩
は ぎ

原
は ら

　拓
た く

海
み

 さん（28）

澤
さ わ

井
い

　亮
あきら

 さん（46）

令和２年就農
水稲（あきたこまち・

コシヒカリ・彩のきずな
他）50㌶、

イチゴ（あまりん・べに
たま）10㌃を栽培

令和６年就農
ピーマン、

ジャガイモなど
70㌃栽培

米の品質を確認する萩原さん

相棒のカーキ色の軽トラックに乗る澤井さん

経
営
面
積
1
0
0
㌶
以
上
を
目
指
す
！

農
業
法
人
化
を
目
指
す
！

北
川
辺

川 

里

広報誌ほくさいでは毎年、次世代を担う若手農業者を紹介しています。
紹介したい若手農業者がいらっしゃいましたら、自薦・他薦問いませんので、

ＪＡ営農支援課（☎048-563-3000）までご連絡ください。

①実家が農家で、農業高校から農業大学校
へ進学し、食料を生産することの大切さ
や農地を守ることの重要性を学び、先代
が守ってきたものを守り続けていきたい
と考えたため。

②毎年の酷暑の中での外仕事です。

③自分が作った農作物を買っていただいた
人から良い感想をもらえた時です。

④釣り・旅行

⑤経営面積100㌶以上を目指したいです。

⑥農家の所得アップに繋がるよ
うなサポートや非農家の人が
農業に興味を持ってもらい、
職業選択の１つに繋がるよ
うにしていただければと思
います。

①休耕地が多く、有効利用と農業を通して
地域活性化を行いたいと思い就農した。

②地区により畑の土質が違い、農作物の選
択と管理作業が難しいこと。

③以前のサラリーマンと違い、時間が自分
で決められて、家族との時間がとれる。

④子供が野球をしているので、応援とプロ
野球の観戦。（特に埼玉西武ライオンズ）

⑤３年後に妻と２人体制になる予定で、５
年後には耕作面積の拡大と雇用・法人化
を目指す。

⑥消費者との交流イベントの立案と、生産
物出荷の物流体制の改善

❸



理
事
会
か
ら

９
月
27
日
の
議
案

①
個
人
情
報
保
護
法
関
連
規
程
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

②
当
組
合
に
お
け
る
リ
ス
ク
評
価

書
等
の
定
例
改
正
に
つ
い
て

③
嘱
託
職
員
就
業
規
則
別
紙
の
全

部
変
更
に
つ
い
て

④
旧
広
田
支
店
農
業
倉
庫
整
備
計

画
に
つ
い
て

⑤
国
債
証
券
等
の
買
取
等
の
価
格

設
定
に
関
す
る
規
程
の
制
定
に

つ
い
て

⑥
無
担
保
ロ
ー
ン
（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

ニ
コ
ス
型
）
融
資
要
項
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

⑦
職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
（
業
務
分
掌
兼
職
務
権
限
表

の
変
更
）

⑧
令
和
６
年
産
出
荷
契
約
米
の
概

算
金
追
加
に
つ
い
て

　

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

税
務
法
律
相
談

12
月
２
日
に
加
須
中
央
支
店
で
開
催

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

12
月
２
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

　

※
相
談
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
加
須
中
央
支
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

御護摩札受付のご案内成田山新勝寺
「成田山新勝寺御護摩札」のお申し受けを致します。
各支店または各営農経済センターにて受付けております。

◆御護摩札受付期間
　令和６年11月１日㈮～令和６年12月25日㈬

令和７年度 JAほくさい正職員を募集します
【業務内容】　総合職（JA業務全般）、自動車センター業務、農機センター業務
【勤 務 地】　JAほくさい管内（行田市、鴻巣市（旧川里町）、羽生市、加須市）
【募集人数】　総合職５名程度、自動車センター業務１名、農機センター業務１名
【応募資格】　総合職/来春卒業見込者（専門、短大、大学）・既卒者（高卒以上）
　　　　　　自動車センター業務/要3級自動車整備士以上の資格見込者
　　　　　　農機センター業務/農業機械整備経験あれば尚可
【応募方法】　市販の履歴書（写真あり）と下記必要書類を同封し、本店人事課へ郵送（簡易書留）
　　　　　　または持参ください。履歴書内に希望職種をご記入ください。
　　　　　　（例　総合職希望、自動車センター希望、農機センター希望）また、封筒の表に
　　　　　　「応募書類在中」と朱書きください。
〈必要書類〉　・新卒：卒業見込証明書、学業成績証明書　　・既卒（社会人経験有）：職務経歴書
〈送 付 先〉　〒348-8513　羽生市東７－15－３　ほくさい農業協同組合　人事課
【試 験 日】　令和６年12月中旬を予定しております。
　　　　　　詳しくはHPまたは右記の二次元コードよりご確認ください。
【募集期間】　令和６年11月29日㈮まで（消印有効）
その他採用についての詳細はこちらからご確認ください。

※全地区とも午後６時から開催します。
地区名 開催日 開催場所

行　田 12月13日㈮ 行田中央支店
会議室

川　里 12月12日㈭ 川里中央支店
２階会議室

羽　生 12月11日㈬ 本店
３階大会議室

加　須 12月10日㈫ 加須中央支店
会議室

騎　西 12月５日㈭ 騎西中央支店
会議室

北川辺 12月４日㈬ 北川辺支店
２階会議室

大利根 12月３日㈫ 大利根中央支店
２階会議室

令和６年度
『組合員との対話会』を
以下の日程で開催します

❹



─ 遊休資産（土地・建物）の売却について ─
JAほくさいの所有財産で、現在使用していない下記の物件を売却いたします。
１．物件情報

２．申込方法　物件の詳細や入札の方法につきましては、令和７年１月末頃に当組合ホームページ
（https://jahokusai.jp/）へ「不動産売却案内書」を掲載いたします。　　　
内覧を希望する場合は、下記担当者までお問合せください。

３．問合せ先　企画管理部企画管理課　今村・永沼　☎048-561-6911

物 件 名 旧東支店 旧埼玉志多見倉庫

土
地

所 在 地 埼玉県加須市中渡94-1・101-1 埼玉県加須市志多見1471-1
地 目 宅地・田 宅地
地 積 計1,431.17㎡ 1,123.00㎡

建
物

所 在 地 同上 同上 ─
用 途 事務所（未登記） 倉庫 ─
構 造 鉄骨造２階建 石造平屋建 ─
床 面 積 計334.32㎡ 185.12㎡ ─

最 低 売 却 価 格 22,000,000円 18,000,000円

売 却 条 件
◎土地・建物については公簿面積および現状有姿での売却といたします。
◎所有権移転費用等一部の費用については買受者負担といたします。
◎物件に対して買受希望者が複数の場合は入札といたします。

加須中央支店
内田渉外

❺



「家の光」年間購読予約受付中！　2025年1月〜12月
1年間分の誌代を前納すると普通月号1ヶ月分が無償になります。

※2025年12月号は付録の「家の光家計簿」は付きません。

●年間定価合計 9,411円▶　●前納誌代 8,782円（無償分 ▲629円）

JA教育ローン（ジャックス保証）

詳しくはJAほくさい各支店および本店ローンセンターへお問い合わせください

特別金利キャンペーン
3.830年 ％ 2.830年 ％

令和７年
4月30日㊌
申込分まで

店頭標準金利：4,080％のところ 最大軽減金利
固定
金利

お取引内容により

❻



・�年内にわらや刈り株の分解が進むため、
田植え後の活着がスムーズになる。

・�大雨による稲わらの流出・散乱が抑制で
きる。

・�「クログワイ」などの雑草の塊茎を露出さ
せ冬場の低温や乾燥で死滅させて減らす。

　カメムシ等の害虫の生息場所を減らす以外にもメリットはたくさん
あります。

埼玉県版の
パーキング・パーミット制度導入

【
は
じ
め
に
】

　

今
年
、
埼
玉
県
内
で
は
、
稲
の

穂
を
加
害
す
る
カ
メ
ム
シ
類
の
う

ち
「
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
」
の
発
生
が

記
録
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
虫
の
加
害
に
よ
り
不
稔
や
斑

点
米
が
生
じ
、
コ
メ
の
収
量
・
品

質
に
大
き
く
影
響
す
る
事
例
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

翌
年
の
発
生
源
と
な
る
カ
メ
ム

シ
の
生
息
場
所
を
減
ら
す
た
め
、

稲
刈
り
後
は
、
な
る
べ
く
早
く
耕

う
ん
し
て
刈
り
株
を
埋
没
し
て
枯

ら
し
ま
し
ょ
う
。

【
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
の
生
態
】

　

成
虫
は
９
月
頃
か
ら
、
越
冬
の

た
め
の
養
分
を
体
に
蓄
え
る
た
め
、

盛
ん
に
稲
穂
を
吸
汁
し
ま
す
。

　

特
に
乳
熟
期
か
ら
糊
熟
期
に
か

け
て
の
柔
ら
か
い
時
期
の
稲
穂
を

好
む
よ
う
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
収
穫
時
期
の
水
田

か
ら
移
動
し
た
と
み
ら
れ
る
成
虫

が
、
ヒ
コ
バ
エ
の
穂
に
多
く
寄
生

し
て
い
る
様
子
も
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。（
写
真
１
・
２
）

　

埼
玉
県
内
で
の
イ
ネ
カ
メ
ム
シ

の
越
冬
場
所
は
ま
だ
不
明
な
点
も

多
い
で
す
が
、
10
月
以
降
、
養
分

を
十
分
に
蓄
え
た
個
体
か
ら
水
田

を
離
れ
越
冬
場
所
に
移
動
し
て
い

く
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
獲
後
は
速
や
か
に
耕
う
ん
し
ま
し
ょ
う
！

～
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
対
策
と
し
て
も
重
要
で
す
～

稲刈り直後のすき込み作業

写真１　刈り株から捕獲したイネカメムシ
（写真提供：埼玉県病害虫防除所）写真２　ヒコバエを加害するイネカメムシ

加須農林振興センター　農業支援部　☎０４８０－６１－３９１１＜お問合せ先＞

稲株の早期すき込みのメリット

❼



　行田農産物直売所利用協議会は９月４日に、山梨県の
「道の駅富士吉田」を見学後に買物を楽しみ、午後は春
日部市の庄和排水機場内の「首都圏外郭放水路」を見学
しました。参加者は28人。
　同協議会の冨田雅博会長は「昨今の異常気象による
洪水などがニュースになっていたので、この場所を見学
したいと思った。会員相互の親睦も図れて有意義な研修
だった」と話しています。

　羽生中央支店金融・共済窓口では、羽生市の伝統工芸である藍
染めと、「藍のまち羽生」をＰＲする為、９月30日から10月末
までの毎週月曜日に、ＪＡ職員が藍染めのポロシャツを着用して
業務を行いました。
　「藍染めのポロシャツのせいか支店が明るくなった」と利用者
からは好評でした。

　行田豆吉クラブは10月４日から行田市ブラ
ンドエダマメ「さきたまめ」の出荷を始め、行
田農産物直売所や量販店で10月20日頃まで販
売しました。
　茹でた瞬間に広がる豊かな香りと、口いっぱ
いに広がる濃厚なコクが特徴の「さきたまめ」
は、江戸時代から同市で育まれた品種改良を一
切加えていない在来種。
　他品種より２粒や１粒の割合いが多く、１粒

は市場では規格外でしたが、同クラブと県内７市場の関係者が話し合いを重
ね、フードロスの観点と品種特性が認められ、今年から１粒も入る製品が出
荷されました。
　会員７人、作付け面積２㌶で約５㌧を出荷しました。
　同クラブの小松裕幸代表は「さきたまめを多くの人にしってもらえるよう
ＰＲしていきたい」と話しています。

　ＪＡは９月13日にＪＡ本店で、ビール大麦の品種「ニューサチホゴー
ルデン」の栽培講習会を開きました。生産者の他、関係者ら32人が参加
しました。
　ＪＡでは、全量契約栽培のビール大麦品種「彩の星」から、本年秋播き
のビール大麦を、「ニューサチホゴールデン」に切り替えます。
　生産者は、県農業技術研究センター水田高度利用担当の荒川直也技師よ
り、品種の特性と栽培基準や栽培のポイントについて説明を受けました。
　参加した米麦農家の細野一司さんは「勉強になった。栽培講習会で学ん
だことを今後の栽培に活かしたい」と話していました。

行田農産物直売所利用協議会が研修旅行へ

「さきたまめ」販売好評！

「ニューサチホゴールデン」栽培講習会開催

羽生中央支店の藍染めマンデー！

「さきたまめ」をＰＲする行田豆吉クラブの小松代表
（左から４番目）と同クラブの皆さん

庄和排水機場にて　同協議会冨田会長（前列左から６番目）と
会員、行田農産物直売所木村靖宏店長（前列左から２番目）、
行田中央支店柿沼宏政基幹支店長（後列右から２番目）

羽生中央支店武井忠行基幹支店長（前列左から４番目）と
羽生中央支店職員

さきたまめのパッケージ

講習を受ける生産者

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。
❽



　北埼地区でキュウリとナスを栽培する生産者でつくる北埼地区野菜一元
共販連絡協議会は、令和６年度（Ｒ５年８月～Ｒ６年７月）立毛共進会の
表彰式を行いました。
　同会の表彰式は例年９月上旬に行う通常総会の時に行っていましたが、
今年の通常総会が書面開催となったため、９月26日にＪＡ本店で表彰式
のみを開催。知事賞に入賞した越冬きゅうりの部・田島充さん（加須）、
半促成きゅうりの部・江原喜重さん（羽生）、ハウスなすの部・折原栄さ
ん（騎西）にＪＡの大塚宏組合長から　表彰状が手渡されました。このほ
かの入賞者は下記の皆さんです。
□越冬きゅうりの部　▷全農埼玉県本部運営委員会長賞＝木村光輝さん

（加須）　▷ほくさい農業協同組合長賞＝松本直也さん（加須）　▷北埼玉農業振興連絡協議会長賞＝木村俊之さん（加須）
□半促成きゅうりの部　▷全農埼玉県本部運営委員会長賞＝吉澤弘視さん（加須）
　▷ほくさい農業協同組合長賞＝新井明弘さん（加須）　▷北埼玉農業振興連絡協議会長賞＝浜野邦司さん（羽生）
□ハウスなすの部　▷全農埼玉県本部運営委員会長賞＝藤井弘樹さん（騎西）
　▷ほくさい農業協同組合長賞＝渡辺浩さん（川里）　▷北埼玉農業振興連絡協議会長賞＝福田則雄さん（騎西）

　行田農産物直売所は毎月第２金曜日の午後５時から６時30分に「夕市」を
開いています。仕事帰りの客層を狙い、直売所の利用者の増員を目指します。
　９月13日の夕市では、行田農産物直売所利用協議会の協力で、サツマイモ、
ジャガイモ、タマネギ、ナス、オクラの詰め放題を行いました。同直売所出荷
の農産物を使用した肉じゃがや新米のおにぎりも好評で全て完売しました。
　同協議会の冨田雅博会長は「ＬＩＮＥのイベント発信や口コミで大盛況だっ
た。ＪＡと協力して直売所を盛り上げたい」と笑顔で話していました。

　羽生市のフードパントリーなどを運営するＮＰＯ法人羽生の杜が10月１日
に、食品や日用品を自由な時間に無料で365日受け取れる無人の共同倉庫を開
設し、セレモニーが開かれました。羽生市長などをはじめ参加者は約50人。
　コニュニティフリッジは「みんなの冷蔵庫」という意味。県内では草加市に
続き２番目の開設となります。
　利用者は初回のみ同法人の田村信征理事長と面談が必要。田村理事長は『本
当に困っている人はフードパントリーなどに来てくれない。それの解決方法の
一つとして取り組んだ』と話していました。
　当日は、ＪＡの蓮見浩明専務もお祝いに駆け付け「ＪＡとしても協力していきたい」と挨拶しました。

　県加須農林振興センターは９月24日、加須市の渡辺克行さんのほ場で、水
稲新品種「えみほころ」の種子の２期審査を行いました。同センターやＪＡな
ど８人が参加。
　害虫被害や病気の有無、生育の確認をしました。
　審査は120㌃の採種ほ場で行われ、害虫や病気などの被害は許容内で、審査
は合格しました。
　同センターの中野治担当部長は「適期に肥培管理がされている」と話し、渡
辺さんは、「農家は暑さに強い水稲品種を求めている。えみほころが広く普及
することを願っている」と話していました。　
　ＪＡでは今年から、同センターが設置した展示ほ場で栽培する「えみほころ」の農産物検査を実施しており、令和８
年から一般生産者も栽培できるようになります。

立毛共進会入賞者を表彰 ～北埼一元共販連絡協議会～

行田農産物直売所が夕市開催

羽生コミュニティフリッジが始動

「えみほころ」種子２期審査合格

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

左から田島さん、江原さん、折原さん

野菜の詰め放題を楽しむ利用者

品物が並んだ陳列棚の前で
田村理事長（右）と蓮見専務

「えみほころ」の審査をする
加須農林振興センター中野担当部長（右）
と新木啓太技師
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　北川辺胡瓜・茄子部会は10月４日に、北川辺野菜集荷所で、抑制キュ
ウリの目ぞろえ会を開きました。
　生産者とＪＡ、市場関係者ら７人が参加し、出荷規格を確認しました。
　初出荷は９月13日で、12月上旬まで出荷が続きます。
　北川辺胡瓜・茄子部会は会員６人で、キュウリは抑制、促成、無加温を
約60㌃、ナスはハウスナス約30㌃を栽培しています。
　令和６年度はキュウリ130㌧、ナス35㌧の出荷を予定します。
　目ぞろえ会で同部会の金子操会長は「北川辺キュウリの信頼を裏切らな
いように、荷造りに迷ったら規格を下げ、市場やお客様へ迷惑が掛からぬように出荷しよう」と会員に呼びかけました。

　10月５日に加須市のＳＦＡフットボールセ
ンターで、加須市スポーツ少年団サッカー部会
主催の「第３回ほくさいカップ少年サッカー大
会」が開かれ、ＪＡはこの大会に協賛しました。
　ＪＡはトロフィ、メダル、サッカーボール、
ＪＡオリジナルパックご飯の「ＪＡほくさいの
ごはん」16㌜（１㌜/12個）を寄贈しました。
　ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積
立金を活用しています。
　優勝した中央キャッスルキッズフットボール

クラブの加瀬田和奏キャプテンは「チーム一丸となり優勝できた」と喜びを語りました。

　ＪＡとＪＡ女性部北川辺支部は10月６日に渡良瀬遊水地で行われた「渡良瀬遊水地
まつりinＫＡＺＯ」に出店しました。
　参加者は６人。
　ＪＡはパックご飯の「ＪＡほくさいのごはん」５㌜（１㌜/12個）と新米の北川辺産

「コシヒカリ」５㌔６袋、２㌔10袋を販売し完売しました。
　同女性部は赤飯を180パック販売しました。
　購入者からは「知り合いや仲間に配る」や「毎年購入しているので今年も買いに来た」
などと評判も良く、午前中ですべて完売しました。
　同女性部の江田昌子部長は「毎年楽しみにしてくれる方がいるのでやり甲斐がある。
来年も出店したい」と話しています。

　ＪＡ女性部は９月18日に、加須市のむさしの村で第27回グラウン
ド・ゴルフ大会を開きました。
　集まった部員は50人。
　毎年８月上旬に開催していましたが、猛暑のため９月中旬に日程を変
更しました。
　２回16ホールで得点を競いました。
　１位の女性部長賞は初参加の松本玲子さんで、ホールインワンを２回
とりスコアーは38をマークしました。
　同部の長谷川タマ子部長は「暑さを避け９月にしたが今日も暑かった。
部員が楽しそうにプレーしていたので開催してよかったと思うと同時
に、無事に終えてホットしている」と話していました。

北川辺でキュウリの目ぞろえ会

ＪＡが少年サッカー大会に協賛

渡良瀬遊水地まつりinＫＡＺＯに出店

女性部がグラウンドゴルフ大会を開催

キュウリの目ぞろえを行う金子会長（左から３番
目）と会員、市場関係者

赤飯を販売する女性部員（右）

サッカー大会に寄贈
したトロフィとメダ
ル、サッカーボール優勝した中央キャッスルの選手と煙山博貴部長（最後列左）

後列左から＝長谷川部長、６位岡田千津さん、４
位大熊美智子さん、５位大橋美穂さん、大澤治雄
常務
前列左から＝３位榊原友公さん、１位松本さん、
２位橋本悦子さん
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　加須市園芸廃プラスチック収集対策協議会は９月19日に加須
市役所で、使用済み育苗箱のリサイクル代金を加須市社会福祉協
議会に寄付しました。
　対策協議会の佐久間尉匡会長と加須中央支店野口智章基幹支店
長が社会福祉協議会を訪れ、角田守良会長に寄付金21,147円を
手渡しました。
　寄付金は８月に回収した育苗箱21,147枚を１枚１円で売却し
たもの。
　佐久間会長は「地域の福祉に役立つのはうれしいこと。今後も
活動を続けたい」と話しました。
　角田会長は「寄付は回収の手間や廃棄処分による環境への影響
などを考えると、何倍もの価値がある。市民の福祉に役立てたい」
と感謝を述べました。

　北川辺農産物直売所で９月14日に、北川辺産米「コシヒカリ」の炊
きたてご飯を利用者に無料で配布し、新米をＰＲしました。
　北川辺農産物直売部会が、炊きたてのご飯をパックに詰め、用意した
250パックは午前中に全てなくなりました。
　県南から来店した客は「近所のスーパーはまだ米が不足している。北
川辺産のコシヒカリがおいしいと聞いて新米を買いに来た。新米の炊き
たてご飯はおいしかった」と話していました。
　当日は「コシヒカリ」約400㌔を販売しました。
　同部会の松橋正部会長は「北川辺産のコシヒカリを味わってもらい購
入につなげようと企画した。今後も北川辺直売所を盛り上げたい」と話
しています。

　ＪＡ女性部羽生支部は９月25日に、ＪＡ本店でヘチマコロン作
りを行いました。
　参加した部員は12人。
　毎年ヘチマ水が採れるこの時期に、ヘチマコロンを大量に作り、
部員で分けています。
　同部の長谷川タマ子部長は「ヘチマコロンで身体を保湿するとツ
ルツルの肌になる。部員にも喜ばれている活動です」と笑顔で話し
ていました。

　加須市立志多見小学校の４~６年生の児童61人は、10月４日に志多
見小学校ファームで稲刈り体験を行いました。
　６月に鯉のぼりのデザインに沿って田植えをし、収穫を迎えた「彩の
きずな」を刈り取りました。
　児童は、地元農家の長浜章さんや川島達男さん、加須市の若手農業集
団ヤング農マンのメンバーに指導され、真剣な表情で稲刈りをしていま
した。

育苗箱の再生費を寄付

北川辺直売所で新米ＰＲ

羽生女性部がヘチマコロン作り

志多見小学校が稲刈り

佐久間会長（右）から寄付金を受け取る
角田会長（中）と加須中央支店野口基幹支店長

新米の炊き立て「コシヒカリ」を用意した、
北川辺農産物直売部会の松橋部会長（右）と
秋山茂副部会長（中）と石川文男副部会長

ヘチマ水を濾す女性部員

稲刈りをする児童ら
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酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

花と音楽の館 かわさと

～ 花久の里 ～
（鴻巣市関新田343）

かわさと通 信
各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は川里地区です。
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　花久の里は、親子二代にわたり、衆議院議員及び国務大臣として活躍された青木正氏と正久氏のご遺族か
ら平成14年５月に川里町（現在の鴻巣市）に土地建物が寄贈されました。
　町は、長屋門と離れを保存改修するとともに、母屋は可能な限り旧建物の古材を再利用して改築し、川里
地区の特産である「花」を活用した文化活動を展開する広域交流の場として再生することにしました。

花久の里長屋門

＜ばらまつり（春・秋）＞
春：５月中旬　秋：10月中旬
＜花久の里ひなまつり＞
２月中旬～３月上旬

圧巻の六角錐4ｍのひな壇とつるし
飾りが花久の里のひなまつりを盛り
上げます。 地図

花久の里の主なイベントを紹介します！
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JAほくさい顧問弁護士
弁護士法人 長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏
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を
発
見

― 

遺
産
の
取
得
時
効
を
援
用
し
よ
う

父
A
が
平
成
16
年
2
月
に
亡

く
な
り
、
翌
月
、
一
人
息
子
の

私
B
は
、
不
動
産
等
遺
産
の
全

て
を
私
へ
名
義
変
更
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
15
年
後
の
平

成
31
年
2
月
、父
の
弟
の
子（
私

の
従
弟
）
の
C
と
D
か
ら
、
家

庭
裁
判
所
の
検
認
済
み
の
Ａ
の

自
筆
証
書
遺
言
が
届
き
、
そ
の

遺
言
に
は「
不
動
産
は
Ｂ
、
Ｃ
、

Ｄ
で
3
分
の
1
ず
つ
分
け
る
こ

と
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

Ｃ
と
Ｄ
は
、「
相
続
回
復
請
求
権

の
消
滅
時
効
前
だ
か
ら
A
の
不

動
産
の
3
分
の
2
を
渡
し
て
く

れ
」
と
言
い
ま
す
。

私
の
権
利
は
3
分
の
1
に
減

る
の
で
す
か
。

母
か
ら
相
続
し
た
土
地
の
登

記
を
良
く
見
た
ら
、
Ａ
と
母
と

の
共
有
で
し
た
。
先
日
、
登
記

さ
れ
て
い
る
Ａ
の
住
所
を
訪
ね

た
と
こ
ろ
、
Ａ
の
妹
Ｂ
が
出
て

き
て
、
Ａ
は
20
年
前
か
ら
行
方

不
明
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
Ｂ

に
よ
る
と
、
Ａ
の
住
民
票
は
15

年
前
に
職
権
で
消
除
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

私
は
、
こ
の
土
地
の
Ａ
の
共

有
持
分
を
Ａ
か
ら
買
い
取
っ

て
、
私
の
単
独
名
義
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
行
方

不
明
の
Ａ
の
持
分
を
買
い
取
る

方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
が
行
方
不
明
で
は
、
Ａ
と
共

有
持
分
の
売
買
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
は
、
行
方

不
明
の
共
有
者
と
の
共
有
関
係
を

解
消
す
る
に
は
、
共
有
物
分
割
訴

訟
等
の
裁
判
を
提
起
し
て
判
決
を

得
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

不
便
さ
を
解
消
す
る
た
め
、
令
和

５
年
４
月
よ
り
、
自
分
以
外
の
共

有
者
が
誰
か
、
又
は
ど
こ
に
住
ん

で
い
る
か
が
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
共
有
者
の
請
求
に
よ
り
、
そ

の
共
有
者
に
時
価
相
当
額
の
代
金

を
払
わ
せ
て
所
在
等
不
明
者
の
持

分
を
取
得
さ
せ
る
た
め
の
裁
判
が

で
き
る
と
い
う
制
度
が
始
ま
り
ま

し
た
（
民
法
２
６
２
条
の
２
）。

あ
な
た
が
こ
の
制
度
を
使
っ
て

申
立
て
す
る
と
、
裁
判
所
は
、
異

議
届
出
の
公
告
を
経
て
か
ら
、
あ

な
た
に
対
し
、
Ａ
の
共
有
持
分
の

時
価
相
当
額
の
供
託
を
命
じ
ま

す
。
命
じ
た
金
額
が
供
託
さ
れ
る

と
、
裁
判
所
は
、
あ
な
た
に
対
し
、

あ
な
た
が
Ａ
の
持
分
を
取
得
す
る

と
い
う
決
定
を
し
ま
す
。
あ
な
た

は
、
そ
の
決
定
を
も
っ
て
Ａ
の
共

有
持
分
を
取
得
し
、
決
定
書
に
よ

り
そ
の
旨
の
登
記
も
で
き
ま
す
。

申
立
を
す
る
と
き
は
、
Ａ
が
登

記
上
の
住
所
に
現
実
に
住
ん
で
い

な
い
こ
と
や
住
民
票
も
職
権
で
消

除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
資

料
、
そ
の
土
地
の
時
価
評
価
額
が

分
か
る
資
料
な
ど
を
集
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。Ａ
が
現
れ
た
時
は
、

Ａ
は
供
託
さ
れ
た
金
額
の
還
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①

②

①

②

相
続
回
復
請
求
権
は
、
相
続
に

基
づ
く
相
続
人
の
個
々
の
請
求
権

で
、
自
己
の
相
続
権
を
侵
害
さ
れ

た
相
続
人
は
、
侵
害
さ
れ
た
こ
と

を
知
っ
た
日
か
ら
5
年
ま
た
は
相

続
開
始
の
時
か
ら
20
年
迄
は
、
侵

害
さ
れ
た
相
続
権
の
回
復
を
請
求

で
き
ま
す
（
同
法
8
8
4
条
）。

C
と
Ｄ
は
法
定
相
続
人
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
Ａ
の
遺
言
で
各
3
分

の
1
の
遺
贈
を
受
け
た
の
で
相
続

人
と
同
一
の
権
利
義
務
を
有
し
ま

す
（
民
法
9
9
0
条
）。

判
例
の
事
案
で
は
、
請
求
を
受

け
た
相
続
人
（
Ｂ
）
は
、
10
年
間

善
意
無
過
失
で
不
動
産
を
占
有
し

た
と
し
て
取
得
時
効
を
援
用
し
ま

し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
従
弟
側
（
Ｃ
と

Ｄ
）
は
、
相
続
回
復
請
求
権
が
時

効
消
滅
し
て
い
な
い
間
は
、
遺
産

の
時
効
取
得
は
で
き
な
い
等
と
争

い
ま
し
た
。

最
高
裁
は
、
取
得
時
効
と
相
続

回
復
請
求
権
の
制
度
は
別
で
あ
り

相
続
回
復
請
求
権
が
時
効
消
滅
す

る
前
は
時
効
取
得
で
き
な
い
と
い

う
規
定
は
無
い
こ
と
、
ま
た
、
相

続
回
復
請
求
権
の
時
効
消
滅
は
相

続
権
の
帰
属
や
そ
の
法
律
関
係
を

早
期
か
つ
終
局
的
に
確
定
さ
せ
る

た
め
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
が
時
効

消
滅
し
な
い
限
り
権
利
関
係
が
確

定
し
な
い
の
で
は
制
度
趣
旨
に
反

す
る
と
し
て
、
請
求
さ
れ
た
側
の

相
続
人
に
よ
る
遺
産
の
取
得
時
効

を
認
め
ま
し
た
（
令
和
6
年
3
月

19
日
判
決
）。

B
と
し
て
は
、
こ
の
判
例
に
従

い
、
Ｃ
と
Ｄ
に
対
し
、
彼
ら
の
持

ち
分
の
計
3
分
の
2
に
つ
い
て
取

得
時
効
を
援
用
す
る
と
良
い
で
し

ょ
う
。

�



二重マスの文字を
Ａ〜Ｄの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
11
月
23
日
は
勤
労
―
―
の
日
。
国

民
の
祝
日
で
す

❷
灰
皿
に
た
ま
り
ま
す

❸
『
―
―
の
精
神
』
は
モ
ン
テ
ス

キ
ュ
ー
の
著
書
で
す

❹
広
島
県
の
紅
葉
の
名
所
の
ひ
と
つ
。

世
界
遺
産
の
神
社
が
あ
り
ま
す

❺
焼
き
鳥
を
食
べ
る
と
残
る
も
の

❼
金
融
―
―
、
―
―
一
髪

❾
そ
ば
屋
や
居
酒
屋
の
入
口
に
か
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
も

⓫
ギ
ン
ナ
ン
が
な
る
木

⓬
「
九
里
よ
り
う
ま
い
十
三
里
」
と

売
り
に
来
る
も
の

⓭
茶
わ
ん
と
反
対
の
手
で
持
ち
ま
す

⓮
３
の
３
―
―
は
９
で
す

⓯
ク
リ
の
実
を
守
る
ト
ゲ
ト
ゲ

〈
応
募
の
方
法
〉

・�

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送
付
（
住

所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、
ま
た

は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ご
応

募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
（
行
田

市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）
に
お
住
ま
い
の
方

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・�

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・�

締
切
は
令
和
６
年
11
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・�

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

・�

令
和
６
年
10
月
１
日
よ
り
通
常
は

が
き
の
郵
便
料
金
が
85
円
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
10
月
号
の
答
〉

　

ス
ポ
ー
ツ
ノ
ヒ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
「
鳥
」
よ
り
一
画
少
な
い
鳥

❸
―
―
園
に
子
ど
も
を
迎
え
に
行
っ

た❻
お
父
さ
ん
そ
っ
く
り
！　

ま
る
で

―
―
ね

❽
料
理
店
の
メ
ニ
ュ
ー
表
を
こ
う
呼

ぶ
こ
と
も

❿
美
空
ひ
ば
り
の
ヒ
ッ
ト
曲
。「
柔
」

と
書
き
ま
す

⓫
患
者
を
診
ま
す

⓭
頭
に
キ
ュ
ッ
と
締
め
る
も
の

⓮
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
こ
と
で
す

⓰
―
―
応
報
、
身
か
ら
出
た
さ
び
だ

ね⓱
漢
字
で
書
く
と
雲
母
。
き
ら
ら
と

も
い
う
鉱
物
で
す

　

し
つ
こ
い
暑
さ
か
ら
よ
う
や
く
抜
け
て
鍋
が
美
味
し
い
時
期
に

な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

　
た
く
さ
ん
ご
飯
を
食
べ
て
病
気
に
負
け
な
い
よ
う
楽
し
く
す
ご
し

ま
し
ょ
う
‼

　
�

Ｓ
・
Ｓ

編
集
後
記

☆
９
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
萩
原
　
秀
美
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
三
上
　
尚
輝
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
関
口
　
洋
志
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
長
谷
川
佐
和
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
清
水
　
志
津
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
藤
野
百
々
香
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
桜
井
　
和
一
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
栗
田
　
裕
子
さ
ま
（
大
利
根
）

�



ＪＡほくさい 11月号（ɴｏ₃₄₁）₂₀₂₄年11月１日発行
編集・発行／ほくさい農業協同組合　〒₃₄₈︲₈₅₁₃ 埼玉県羽生市東₇︲₁₅︲₃　
TEL ₀₄₈︲₅₆₁︲₆₉₁₁㈹ URL（アドレス） https://jahokusai.jp/

ＪＡほくさい
ホームページ


